
上段は目標値（令和4年度は前期基本計画に基づく目標値、令和5年度以降は後期基
本計画に基づく目標値）、下段は実績値

令和6年6月21日（金）

算出式・説明（下段）

周辺環境と調和した土地利用がされていると思う市民の割合

施策評価表

２．評価指標

１．基本事項 作成日

施策 良好な市街地・住環境形成の推進 期間 施策担当部課名 都市整備部 都市計画課令和5年～令和9年

施策推進の
ための主な

取組

重要度・
満足度

施策を取り巻
く社会状況等

　良好な市街地・住環境の形成に対する市民の重要度
及び満足度はともに高い状況となっている。身近な街
並みや周辺の住環境については概ね理解が得られてい
ると感じる。

　無秩序な住宅地形成による市街地の分散を防ぐた
め、都市基盤整備などによる良好な市街地の形成が求
められている。また、公営住宅については、老朽化が
全国的に進んでおり、その対応が求められている。

土地区画整理事業の推進
良好な住環境づくりの推進
市営住宅の効率的、効果的な維持管理

コンパクトシティを推進することにより、快適な生活環
境を備えた市街地の形成を図るとともに、都市基盤整備
や市営住宅の適正な維持管理により、良好な居住環境の
形成を促進する。

目的・
対象良好な市街地・住環境形成の推進

主要プロジェクト

区
分

令和9年度

　

改修等累計件数／改修等予定件数

　

　

45.00

総
合
計
画

大項目 5 快適で利便性の高いまち

中項目 1 都市整備の行き届いたまちづくり

小項目 1

％
深谷市民まちづくりアンケート

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

全人口に対する居住誘導区域内に居住している人口の占める割合

％
居住誘導区域内人口／全人口

63.10 63.20

指標名（上段）

　 　 　

所属長 都市整備部長　吉田　稔

５．二次評価（所属長の見解）

・施行中の土地区画整理事業については、継続的に整備促進し進捗を図る。
・市営住宅管理事業については、長寿命化計画の進捗状況を踏まえて内容精査を行い、継続的に施設の改修・
改善を進める。
・立地適正化計画については、公表から概ね５年が経過し、コンパクトなまちづくりに向けて緩やかに進捗し
ている。引き続き適正な進行管理に努める。また、国が推進する「データを活用したまちづくり」に向けて、
効果的な分析、検証の研究を進める。

良好な市街地及び住環境の形成には、土地区画整理事業や市営住宅維持管理事業を継続的に実施していくとともに、立地適正化計画に基づく住
宅や都市機能の誘導に継続的に取り組み、「コンパクトなまちづくり」の実現を目指す。
社会が成熟し多様化する中、今後のまちづくりの検討を行ううえでは、都市を客観的に捉え、実態に合わせた対応が必要となる。そのため、国
が推進する「都市計画基礎調査の活用」や「３Ｄ都市モデルの導入」等を研究し、必要な対応を進めていく。

31.59

31.75 31.89

25.00

４．改善改革プラン（３．一次評価を受けての具体的な解決策）

区分

ｰ 15.00 15.00

指標について、目標を達成できなかった項目があるものの、全人口に対する居住誘導区域内に居住している人口の占める割合については、人口
減少の中でも維持しており、コンパクトシティを誘導できている。今後も引き続き地域住民の理解を得ながら計画的に事業展開を図っていく。

評価者 都市計画課長　武田　直樹

３．一次評価（今後の施策の方向性）

区分

31.59

深谷市営住宅長寿命化計画の進捗割合
％

現状維持

56.80 62.90 63.00

具体的な対応策等

　

31.59 31.59

0.00 5.00

ｰ 31.59

40.00

単位

60.40

63.30

■ その他

□ 既存事業の拡充

□ 事業の新規立案

１．現状維持　２．拡充　３．縮小

□ 事業の廃止・縮小

□ 事務事業の再編

成
果
指
標

57.80

　

＜第２次総合計画進行管理表＞＜第２次総合計画進行管理表＞＜第２次総合計画進行管理表＞


